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牛尾山ハイク・藤芥二二憂丸瓦の記
　“明rl朝9時，三智標津電車前蓼集”の電話が12日に俳へられて，初秋と
いふのに眞夏のやうに積群雲の湧上る9月13H（日）朝，輕い服装に辮當持蓼
で集まったのは，高井博典，坂井　弘，吉澤解文，吉澤弟，宇野良雄，それ
に紅一・貼の安東千恵チ媛といふ巴里屠t，いつれも京野禽の幹部で蔚い氣の合
った連申である．坂井宗匠の第1號川柳“いざ行かん色とりどりの衣にて”，
京阪バスで京津國道を東に走り四宮から愈々颯爽とハイクる．零は青室，野
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は緑，小lllの部落を披けて美
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しい黒谷‘こ入る．赤，黄，青
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とりどりの草花が官員に1突き
　）　　　　　・　　　　　　　　　　　　　iしれ，安東嬢が學校仕込の植
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　物學を披露：し，藥專吉澤君は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　流石尊影の深さを示す．路は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水の美しい漢流に浩つたゆる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やかな登り，到る盧で坂li：，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇野カメラ技師のスナップが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　行なはれ牛尾槻青へ11時着。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　休憩後寺から北へ迂圓して萩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と尾花の照れ嘆く尾根路を辿
　　　　　ハイキングの一行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り牛1白lI々頂（546米）に到る．
回避には書聖如意，比叡のlll々が柔らかな線を描き，東は琵琶湖畔膳所イ1
山の町々から即く多景島が浮び，西は山科から東山を越へて京の街が霞む．
花山天文峯のド1ムが銀白色に輝いてみる．眺望佳絶，汗ばんだ肌を涼風が
心持よくなぜる．降りは梢急坂で吉野弟君がよくたる・安東嬢が恐そうだ・
エヂを立て、，ステムボ1ゲンで等云ってみる内に高井君直滑降のつもりか
谷までぶつ飛ばす．谷川のほとりで高木に腰を下ろして山鼠を開いたのが13
時．
　腹はふくれ，荷は韓く，歌を唱って，谷を東へ石山へ進む．谷が明るくな
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ると水の少ない用水池が三つ四つ旧く．松林から田圃路を通り新田，森の部
落に入る．翻かな農家の庭に鳳仙花が眞赤に高き，稻田を渡る風が高v・唐黍
を旛って爽涼の秋の氣が動く．螢谷から瀬田川浩ぴに石山寺に着く．石山の
秋の月と構し近江八景嘱の風景地である，月見亭で月の出の方位から球面天
文璽を論じ，眞面目な顔をして釣鐘をつく．未だ日が高いので寺を出て瀬田
川にボ1トを漕ぎ出す．高井君オ1ルで水をかいて吉澤弟君をぬれねずみに
する．三高のボ11・の練習，モiタボ1ト，スカ1ルが爽快に走る．瀬田の
唐橋まで上り彫りは坂井艇，宇野艇の競走，平門君眞赤になってがんばる．
　18時石山から大津市馬脚へ電車で走り藤井氏の御宅へ伺ふ藤井天文豪公
開の夜（第2日曜）であり早速琵琶湖に臨んだ裏庭に通して戴く．倫敦製精密
日時計や理科器械，標本を拝見し，三球儀の歯車の刻みの精巧さ，黄道と白
道との傾斜の考慮されてるる児等に感心する．薄明も絡り，柳ケ崎の琵琶湖
ホテルの燈がチラチラする．8糎屈折エミ1ルブツシユ機てのぞくと，3平野
ふの華やかな晩餐が目の前に展開する．ユ6糎屈折機ド1ムへ案内して戴く．
本年6月の枝幸の皆既日食，部分食の三四が新らしく掛けられてみる．アイ
ピ1ス，ピント，微動装置の説明を一通り聞くとなれたもので豪の上に登り
微動桿を握り勝手に木星を入れる．心臓の強い事だ．花山天交物の山本先生
と公文先生が御見へになり，．・一般参観の方々も予々おV・でになる．公文先生
がド1ムの内で木星の解論をされる．ハiクの閉りであり判り遅くならない
内にと19時30Sk一一・同お先に失禮．夜の京津國道をドライヴして／5分で京都三
門へ錦着．し明治「で温かいお茶をのんで19日の花山例倉を約して別れる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（京星人）
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